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Data　Base　Mamgement　System　for　Persona1Comp11ter　of　the　Resu1ts　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Judo　G－ames

Osamu　AOYAGI，Teizou　KAWAMURA，Yoshimri　TAKEUCHI

　　　　　Ryouzou　NAKAMURA，Kouji　KOMATA

　　We　constructed　the　new　data　base　management　system　for　persona1computer，Multi16，by

the　M－BASIC．

　　This　system　can　manage　the　data　fi1e　consisted　of　the　resu1ts　of　Judo　games．This　system　has5

functions，（i）input，（ii）retrieva1，（iii）correction　and　revision（iv）1isting　competitions　and

P1ayers，（v）ana1ysing　the　content　of　games．

　　This　system　has　been　actua11y　used　for　the　training　management　of　the　Judo　club　menbers　of

the　University　of　Tsukuba　since　May，1985．Up　to　now　this　data　base　contained452records．

　　This　system　is　much　easy　for　use，but　retrieva1time　seems　to　be1ong。

　1．諸　　言
　対戦相手の特性を試合前に把握しておくことは

重要な作業である。例えば，寝技を得意とするの

か，どういった技を使うのか，どういった相手を

得意としているのか，どういった相手だと苦手な

のか等々である。しかし，同一所属チームでない

かぎり試合前に対戦相手の十分な情報を得ること

はかなり困難な作業の1つである。そういった状

況の下で対戦相手の特性を知る最も一般的な方法

は対戦相手の以前の試合内容・試合結果をもとに

推測すること’である。ただし，試合におけるパ

フォーマンスは複雑な条件の下で発揮されたもの

で，個々の相手に応じて変化するものであり，さ

らには同一相手に対しても全く同じパフォーマン

スが発揮されるものでもない。つまり，条件をコ

ントロールしてそのものの特性を知ろうとする実

験や測定の結果とは同様に扱えない，不安定な（再

現性の低い）データであるといえる。しかし，現

＊筑波大学体育科学系

実の問題としては実験や測定といった方法は用い

られようはずもなく，試合結果から推測するしか

他に手段はない。このような不安定なデータから

相手の特性を偏よ一りなく，正確に推論しようとす

るためには，できるだけ多くの試合についての情

報を活用することであろう。現に優秀な監督や

コーチと呼ばれる人々は多くの試合を体験・観戦

して多くの情報を得て，それを要約し，それをも

とに適切なアドバイスや作戦をたてている。

　このように試合結果・試合内容の記録をできる’

だけ多く蓄積・整理し，必要に応じてそれを体系

的に利用することは重要な作業である。しかし，

情報が多くなればなる程人間の能力の範囲では処

理できなくなる。このような場合コンピューター

（パソコン）等を用いて，そのような作業・処理を

行なわせることも考えられる。つまり，確かに最

終的な決定は人問がするべきものであろうが，そ

の決定をしやすいように，偏よらないように多く

の情報を要約するという点でコンピューター利用
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の有効性をあげることができる。

　本研究では，このような点から柔道の試合結

果・試合内容を蓄積し。体系的に利用するための

管理システムを構築し，その利用の実際について

報告する。

であったり，記録が不正確だったりすることが考

えられる。したがって，それらの点を考慮して審

判員名や試合時問は採用せず，試合内容も効果以

上のポイントをあげた技のみに限定することにし

た。

2．管理システムの内容について

（1）項目について

　このデータファイルに登録された項目は，①試

合の年月日②大会名③場所④試合形式⑤階級⑥選

手名⑦所属⑧判定の基準（勝敗）⑨決まり技⑪試

合内容注1〕の全部で10項目である。

　柔道競技の場合，統一された公式記録形式とい

うものはないが，通常上記の①～⑨については記

述されていることが多い。そして，この他にも試

合時間と審判員名について記述されている場合も

ある。又⑪試合内容についても文章g形でその展

開の様子を記述する場合はあるが，記述の形式に

ついては特に決まっていない。

　今回の項目の選択については「記録員が長時間

の試合をビデオを使わず，その場で1人で記録で

きる。」ことを前提とした。多くの情報（項目）を

残しておくことは後々の利用の段階では便利であ

るが，そのためには複数の人数が必要だったり，

多くの試合の記録をとることで精神的な負担が大

処理遇択画面

入カ処理

検索処理

訂正処理

隼度
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試合形式
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決り技
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大会ごとの決り技一覧

図1　システムの概要

（2）管理システムの概要

　この管理システムは三菱のパソコンMultト16

用にM－BASICでかかれたものである。この管理

システムの機能の概要は図1に示す通り，　（i）

入力処理　（ii）検索処理㈹　訂正処理　㈹　一

覧表作成処理　（・）試合分析処理　㈹　終了　の

6つに分かれている。このシステムは処理選択画

面を中心に構成されており，スタートす亭と処理

選択画面になり，ここより先に述べた6つの処理

を選択して，各々の処理が終ると又処理選択画面

に戻るようになっている。終る場合は（Vi）終了を

経てからスイッチを切るようになっている。

（3）入力処理

　データの入力はカーソルの移動に合せて入力を

行なう。例えば，最初はカーソルが〔昭和〕と〔年〕

の問に位置している。ここで年度入力後キャリッ

ジリターンを押すと自動的に〔月〕の左に移動す

る。そして試合の月を入力する。次は〔日〕の左

に移動するので試合の日を入力する。以下同様に

入力する項目の場所にカーソルが移動したら，そ

の項目の内容を入力する。

　ただし，今回のようなデータの場合，整理する

順序としては同一大会ごζ，同一階級ごとに行な

われるのが普通である。したがって，入力の際は

1件前のレコードであれば〔判定の基準〕〔決まり

技〕〔試合内容〕以外はキャリッジリターンを押す

だけで前のデータがコピーされ，入力の際かなり

の手問が省けるようになっている。又，後半の試

合内容もポイントをあげた技を入れた後，以下省

略する場合は紅の〔決まり技〕の所に〔一〕注2〕を

入力すると自動的にスペースが入力されて次のレ

コードの入力処理を行なうようになっている。

　図2は入力の様子を示したものである。機能選

択画面の時〔1〕を選択すると入力画面になる。

ここで先に述べたように各項目の左にカーソルが

移動したら，その内容を次々に入力していく。こ
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処壬壁…択画面

番号を入力してください。1

昭和　　年　　　月

大会名

場所

…式合形式　　（個人戦＝1

（征）選手名山下泰裕

　半児の基準憧差

勝敗

　半淀の基準

（白）遷手名斎藤仁

日　　　　　　　　　レ］一ト’番号　102

団体轍昌2）　階級　　　　　kg級

所属推薦

決り技

決り技

所属東京I

　　　　…式合内容
く紅〉　　　　　　　　　　　　　　　く自〉

決り技　　半腱　　　　　　　　　決り技　　判定

続けるならぱリクーンを押せ。別のキーで終了す乱

図2　入力処理

れは山下選手と斉藤選手の試合内容の入力例であ

る。この入力前にすでに年月日，大会名，場所，

試合形式，階級は前のレコード入力時に入力済み

なのでキャリッジリターンのみで，選手名，所属，

判定の基準，決り技の入力のみでよいことになる。

そして，この場合勝敗は僅差判定となったので決

り技及び試合内容もない。

（4）検索処理

　検索は検索する内容と同じものを入カすること

により行なうが，全部入力する必要はなく，識別

できる程度の最初の数文字を入力すればよいよう

になっている。イ列えぱ「山下泰裕」選手の試合を

検索する場合には，他に山下という姓の選手がい
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から1 まで

昭和60年　4月29日　　　　　　　　　レコード番号　　18

大会名昭和60年全日本柔道遷手権大会

場所日本武道館

試合形式ユ　（個人戦昌1　団体鐵＝2）　階級無差別kg級

（岳D選手名　山下泰裕　　　所属　推薦

　判定の基準　一本勝　　決り技内股

半1淀

　判定の基準　　　　　決り技

（白）選手名　黒田一彦　　　所属　東北

続けるならリクーンキーを押也Eのキーで終1　　別のキーで次のデー外

　　　く紅〉

　決り技　　半促

内股　　　技有

内股　　　一本脇

試合内容
　　　　　　　く白〉
　　　　　決り技　　　判定

図3　検索処理

なければ「山下」という2文字のキー入力で可能

で牽る。

　検索は①年度②大会名③試合形式④階級⑤選手

名⑥所属⑦判定の基準⑧決まり技⑨レコード番号

の9つのキー項目が設定できる。これらのキー項

目は最高9項目まで設定でき，そしてこれらを

〔And（かつ）〕あるいは〔Or（または）〕で接続す

ることが可能である。

　図3は検索の様子を示したものである。まず処

理選択画面の時に検索の2を入力する。すると次

に「検索条件の設定」画面が表示されるので，ま
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ずキー項目の接続詞を〔And〕と〔Or〕の2つの

うちから1つ選び，条件を設定する項目について

は入カするが，条件として用いないものはキャ

リッジリターンでとばしておく。ここでは山下泰

裕選手の昭和60年の試合を検索しようとしている。

そして，全日本選手権大会で黒田選手と対戦した

時の記録が表示されている。この時にリターン

キーを押すと次画面に移り，〔E〕のキー入力で検

索を途中で中止して処理選択画面に戻る。又，他

のキー入力で次のレコードを表示する。

（5）訂正処理

処理選択画面

力一一一一一一一一一■■・一一一一■一■一■1

套累一一一一一一一一一一一一一一一’2正一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一3

豪暮弾．二二11111111
請冬了一一一一一一一一一■一一一一一一一一一一6

番号を入力してください。五

空福を入力する場合は一を入力する。

訂正するレコード番号を入力せよ。　貫の恒で終了。55

　データの訂正は検索後レコード番号によって行

なう。訂正の方法は入カの時と同様に項目名の位

置にカーソルが移動したら新しく訂正する内容を

入力する。訂正しない項目はキャリッジリターン

を押すと前のデータが訂正されないでそのまま残

る。「判定の基準」「決り技」「試合内容」及びデー

タがない欠損値を入力する場合はブランクを入力

する必要があるが，この場合はすべて〔一〕注2〕を

入力すると自動的にブランクが入力されるように

なっている。

　図4は訂正処理の様子を示したものである。処

理選択画面で訂正の3を入力すると，まず訂正す

るデータのレコード番号をコンピューターがきい

てくるので，それを入力する。この時，負の値を

入力すると訂正処理を中止して処理選択画面へ戻

る。ここでは55番目のデータの「判定の基準」と

「決り技」を紅と白を誤って記入したのでそれを訂

正している。訂正画面になったら訂正しない項目

は次々にキャリッジリターンのみでとばしていく。

そして，実際は負けた紅の選手の位置にはブラン

クを入力するので〔一〕注2〕を入力する。白の選手

の位置には各々「技有」「大外刈」といった具合に

入力する。このデータについての訂正が終ると，

又レコード番号をパソコンがきいてくるので繰り

返し訂正処理が続けられる。なお，データの性質

上「レコ」ド単位の削除」という処理は必要とさ

れないので本システムには設けていない。

昭和　　年　　月

大会名

場所

試合形式　　（個人戦昌1

（話I）．選手名

　判定の基準一

勝敗

　判定の基準技有

（白）選手名

日　　　　　　　　　し］一ト■番号　　55

団体戦＝2）　階級　　　　　k昌級

所属

決り技’

決り技大タトメー」

所属

（6）一覧表作成処理

　しばしばそのデータファイルの中にどのような

大会が蓄積されているのか，あるいはいかなる選

図4　訂正処理

手が蓄積されているのか知りたい場合がある。そ

のような時のために一覧表作成処理を設けた。処

理選択画面の時に4を入力し，大会名と選手名の

何れかを選択することにより各々の一覧表が出力

される。これらはディスプレーの大きさの関係か

ら20個単位で出力される。図5，図6はこれらの

様子を示したものである。

（7）試合分析処理

　試合分析処理はさらに3つの機能に分かれる。

つまり，①対戦成績一覧②得意技一覧③大会分析

である。

　対戦成績一覧は特定の選手の対戦結果を示すも

ので一定期間中の対戦した全ての選手名，試合数，

勝ち数，負け数，勝率についての一覧表を示す。

図7はその様子を示したものである。ここでは山

下選手の昭和56年より昭和60年までの全日本選手

権大会での対戦結果を集計しようとしている。年
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処理選択画面

△々　　臣と

嚢　蓄但■昆一一一一■一一1・一一一1子一覧一一一一一一一一一一2

　了一一一一一一一一一一3

番号を入力してください。2

処理達択画面

離葦1三≡三1三11

番号を入力してください。1

選手名

阿部高弘

所属■

罐道

灘嚢
嚢
実
黒

大会名

1鰯議藩 鱗葦
霞雛

4月
4月
4月
4月
4月

図6　一覧表作成処理（大会名一覧）

令析選択画面

襲撃≡……1

番号を入カしてください。1、

選手名

近藤嘉目月

欝
鍵助
同割一旧4

轟

所属

灘
関東

四園

図5　一覧表作成処理（選手名一覧）

昭和年月より昭和
．遭手名山下泰裕■

年　　　月まで

月日について特に限定しない場合はキャリッジリ

ターンのみで何もキー入力しないと自動的に全て

のデータを対象にする。この期問は山下選手の9

連覇中にあたるので結果は全ての選手に勝ってい

る。

　得意技一覧は一定期間中に特定選手がポイント

をあげた技名と頻度，そしてポイントを反対にあ

げられた技名と頻度を集計する。このことからそ

選手名　　　　試合数

蟹　、
　　　　　　3

　　　　　　2

　　助　　　　1

勝ち数　　引分

　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　2　　　　0
　ヨ　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　2　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0
　1　　　　0

負け数

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
C
o
o

勝率

100．00毘
100．00鬼
100．00蒐
100．00毘
100．00毘
100．002
100．00毘
100．00老
100．C02
100．00堅
100．002
100．00竃
100．002
100．0C毘
100．00完
100．002
100．oo岩
100．00尾
100．00毘
100．00罠

選手名

遠藤純男

…式合数 勝ち数　　引分 貫け数

0

勝率

100．oo完

図7　試合分析処理（対戦成績一覧）
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の選手の得意技を推測することができ，反対に不

得手としている技も推測することができる。図8

はその様子を示したもので，ここでも山下選手を

例として取り上げている。選手と期問を特定する

としばらくしてポイントをあげた技名とその頻度

を表示する。このことから山下選手の得意技は内

股，大外刈，大内刈であることがわかり，比較的

ポイントをあげられる技の数はそれ程多くないこ

ともわかる。さらに寝技もかなり得意であること

もわかる。又，山下選手の場合この期問中全日本

選手権大会ではポイントをあげられたことは1度

もないということもわかる。

　大会分析は一定期問中の特定の大会においてポ

イントをあげた技名，それらの判定及びそれらの

分椀選択画面

馨堅：：1

番号を入力してください。■＿

↓
昭和 年 月より 昭和 年 月まで

選手名山下泰裕□

■

決り技

融固

萎鱒

頻度

10

　2
　9
　2
　2

一
投られた技　　頻度

図8　試合分析処理（得意技一覧）

頻度を一覧表にするもので，各階級ごとに集計す

る。図9はその様子を示したものである。ここで

は昭和56年から昭和60年までの全日本選手権大会

を全てプールした内容を表示させている。結果は

図の通りで，大会の性質上無差別級のみの結果で，

効果の判定はない。

（8）終了

　システムを終了するためには処理選択画面の時

に6を入力するとシステムを閉じるのに必要な処

理をしてから画面の左上に「OK」を表示して終了

する。

翁祈選択画面

馨堅≡≡l1

番号を入力してください。ヨ

一

昭和 年 月より昭和 年 月まで

大会名全日本柔道選手権大会，

▼
決り技

一本くく＜簿I搬蒜
効果 計

鰯固
一
3 4 0 O 17

0 3 5 O 8
10 1 1 0 I2

2 1 7 0 10

3 1 7 0 l
l

9 1 1 o 1
1

1 0 ； 0 4
o o 1 O 1
一〇 9 2 o 21

1 0 1 0 2
3 2 4 0 9

込 o 0 1 0 一

o 0 1 o 1
o 1 1 o 2
2 o ； o 5
1 o 0 0 1

圏 2 o 0 0 2
1 1 0 0 2…
； o 0 o ；

、幌交 5 0 0 o 5

決り技

鰯
一本背負投

歎

一本＜＜く簿1搬蒜嫉　計

0　　　0　　　1　　　0　　　　1
0　　　1　　　0　　　0　　　　1
1　　　0　　　1　　　0　　　　2
0　　　0　　　；　　　0　　　　3
0　　　0　　　1　　　0　　　　1
0　　　0　　　1　　　0　　　　1
1　　　0　　　0　　　0　　　　1
1　　　0　　　0　　　0　　　　1
1　　　0　　　0　　　0　　　　1
0　　　0　　　－　　　O　　　　1
1　　9　　0　　0　　－
　　　　　1　　　0　　　　2
　　　　　　　　n　　　　l

図9　試合分析処理（大会分析）
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（9）データファイル

　データファイルは676バイトの固定長のランダ

ムアクセスファイル1つから構成されている。し

たがって，蓄積できるレコード件数はフロッピー

ディスクの大きさにより決定されるが8インチの

両面倍密のフロッピーディ．スクの場合，理論的に

は1500件程度は1枚のフロッピーディスクに記憶

させることが可能である。

　3．システム運用の実際

　現在，このデータベース管理システムは本年5

月より筑波大学柔道部において試験的に利用され

ている。試合記録は大会ごとに1試合場につき1

名の記録員が担当し，データの入力はその記録を

もとに2名の入力担当員が作業を行なった。現在

までに蓄積されている試合数は452試合分である。

内訳は次の通りである。

　①関甲信大会学内予選（5月）……………　31

試合

　②全国々立大会学内予選（6月）…………　22

試合

　③茨城県国体予選（6月）一…………・・…　81

試合

　④全日本大学選手権大会（6月）…………151

試合

　⑤全国々立大会（7月）一………………・・52

試合

　⑥ユニバーシアード最終選考会（7月）…　17

試合

　⑦関甲信大会（8月）……………・………一・77

試合

　⑧全日本大学大会（10月）…………一一…　21

試合

　又，これらの試合記録の他に昭和56年より昭和

60年度の全日本選手権大会175試合分も蓄積され

ている。

　このシステムは実際はプログラム破壊を防ぐた

め，プログラムシートとデータシートを区別して

おり，各々別のフロッピーディスクに記憶させて

使用している。また，プログラムはプロテクト処

理を施こしている。つまり，スタート時は第1ド

ライブにプログラムシート（オートロードしてあ

る）を挿入し，第2ドライブに辞書シートを挿入

してスイッチを入れる。すると白動起動し，プロ

グラムがランするが，プログラムの中の最初の部

分で「プログラムシートとデータシートを交換し

て下さい。」というメッセージが出て，フロッピー

ディスクの交換を促すようになっている。ここで

データシートを入れると処理選択画面が出て処理

を開始するようになっている。

　なお，筑波大学柔道部用に書かれたプログラム

では次の様に各処理段階でファンクションキーに

頻繁に用いられる用語が割り当てられており，入

力の際かなり省力化されている。

　①所属入力時：□i］筑波大学

　②階級入力時：匝〕コ十9画一95回一86
　　　　　　　　匡］一78匡コー71匝司一65

　　　　　　　　口i］一60口司無差別

　③判定入力時：巨＝：コー本勝ロコ合せ技注3〕

　　　　　　　　口司総合勝匝コ技有口司有

　　　　　　　　栖墓差匝］引分
　④技名入力時：□1＝：コ背負投ロコ内股口司体

　　　　　　　　落□！コ大外刈□司小内刈

　　　　　　　　［：団大内刈□iコ払腰匡刃崩

　　　　　　　　上四方固口〕上四方固画横

　　　　　　　　四方固

　　ただし，これらの割り当てはそれらの頻度に

　応じて適宜変更している。以上のように入力の

　際操作が単純化されているので，30試合程度の

　入力では約40分程度で作業を終えることができ

　る。

　　又，パソコンによる小型データベースの短所

　の1つである検索時問の問題であるが，本プロ

　グラムは遂次探索法によっているので，かなり

　の時間を費やしている。検索に費やされる速度

　は毎秒6，407レコードである。したがって，全日

　本選手権大会を例にとれば，現在の登録量の175

　件では万一一番最後に検索する内容があった場

　合は検索に27秒かかることになる。又，フロッ

　ピーディスク全部にデータがつまった状態，つ

　まり1500件では3分54秒の時問が必要になる。

　ただし，一レコード番号による検索は1秒以下で

　アクセスが可能である。しかし，この検索時間

　の問題は遂次探索法ではなく，プログラム上の

　工夫によりかなり短縮することは可能なはずで

　ある。
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　4．まとめ

　多量の柔道試合記録を蓄積，検索，集計する

パソコン用の小型データベースを構築し，その

内容とその実際について報告した。登録した項

目は通常用いられている項目に，ポイントをあ

げた技名を時問の経過とともに記述した試合内

容とした。この小型データベース管理プログラ

ムには，①入力②検索③訂正④一覧表作成⑤試

合分析の機能がある。入カの際ファンクション

キーに頻繁に用いられる用語を割り当てたり，

1つ前のレコードがリターンキーを押すだけで

コピーできるようにした。検索は9つ全ての条

件から行なうことが可能であるが，その時問に

ついては必ずしも満足すべきものではなかった。

　このプログラムは筑波大学柔道部によって5

月よりデータ入力が行なわれており，10月現在

8大会452試合が蓄積されている。

注記・註記

注1）試合内容にある「決り技」とはポイントをあ

　　　げた技という意味で用いている。

注2）　キー入力の説明にある〔一〕は「マイナス

　　　キー」のことである。

注3）通常「合せ技」は技有を2つとった時の技名

　　　であるが，本研究でぽ「判定」の1つとして

　　　用いている。

　　　　　　　参　考　文　献

（1〕小碇曄雄：データベース入門，啓学出版，

　　1983．

（2）三菱電機株式会社：MULTI16M－BASIC文
　　法説明書，三菱電機株式会社，1982．

（3）三菱電機株式会社：MULTI16日本語CP／M
　　－86TM使用手引書，三菱電機株式会社，1982．

（4）佐野嘉彦：PC－9801活用研究（I）ビジネスソフト

　　編，電波新聞社，1983．

（5〕戸川隼人：パソコンライブラリー6　PC8801

　　BASIC，サイエンス社，1982．

（6）谷口公三，谷口泰子：NECPC9801ビジネス・

　　プログラム・ライブラリー，廣済堂，1983．
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柔道試合記録用紙
昭和□□・年□］月□コ日

（筑波大掌柔道部 MULTI16入力用）
　　NO．

犬会名

場　所

試合形式（個人戦一・，団体戦・・）□

鑑□ココ］］］
　　判定の基準□］コ

瓦券貝文

　　判定の基準□ココ

幽□コココ］コ

階級□］コ・・級

　所属

決り技

決り技

　所属

言式合σ）P旬孝票

く旅工＞
決り技　　　　　判定

1
決り技

決り技

決り技

決り技

決り技

決り技

決り技

決り技

決り技

10
決り技

11
決リ技

12
決り技

13
決り技

14
決り技

15

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　　判定

　　判定

決り技
〈白＞

判定

1
決り技

決り技

決り技

4
淡り技

決り技

決り技

決り技

決り技

決り技

10
決り技

1！

決り技

12
決り技

ユ3

決り技

14
決り技

15

　判定

□ココ
　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　判定

　　判定

　　判定

付録1

　　記録者氏名

試合記録用紙
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iO　REN　＊＊＊＊＊＊＊＊水＊　試合記．饅　　＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊

13　口N　ERROR　［≡iOT0　770
30　DIN　NEトI＄τ3〕，KIN1隻（i5〕，kIN2＄て15i，H∩Nユ窒‘15一、H∩N2＄てユ5）、N∩1ユ＄（2〕INρI2＄〔2〕、ωu＄（3、＝

DIN　BNEN蓄（3i，1∋一くlN1窒f15ゾBkIN2＄f15），1ヨHρN1＄（15）IBH∩N2…1；て15〕，BNn！1＄f2〕，I∋N∩I2＄（2〕＝oPE
N　’’DρT∩’’　ρS　旬1　LEN＝昌7E

目O　F！ELD　偉ユ、4　ρS　】∋トlEN＄‘ユ）・4　ρS　BNI…N＄手2）・4　ρS　】∋NEN隻f3），40　nS　】∋TρI＄・20　ρS　】∋BρS＄、2

ρS　lヨSH1＄・E　ρS　l∋K∩I＄、12　ρS　1∋SEN1＄，20　∩S　BSH01＄・昌　∩S　lヨKρT1…1；・10　ρS　日NRI1＄（1、・10　∩S

l∋N∩11…1≡f2、．8　ρS　目kρT2＄・10　∩S　lヨN∩12＄（1、・10　ρS　lヨN白I2…1；て2〕・12　∩S　目SEN2＄・20　∩S　8SH02＄

i1O　FlELD　Oi，1昌8　∩S　DuN1＄，10　ρS　BKI［i由（1〕，E　∩昌　BH∩N1＄f1i・10　∩S　副＜IN：三＄（ユ〕・8　∩S　8H

∩N2＄f1、：FOR　I＝2　T口　8＝FIELl）　甘1，188　nS　DUN1＄．32＊（I－i〕　ρS　DIN2＄，10　∩S　BklN1室f　I、，ε　∩
S　1ヨH∩N1＄（！〕。10　ρS　】∋KI卜12＄f　I、．8　∩S　8HρN2＄（I　i＝NE×T　！：F口R　I＝8　下0　i5

210FlELD旬ユ。1日昌∩S　DUN1＄。224ρS　DUN2…1≡，32＊fl－8i　ρ昌DlN3…1；，10∩S】ヨk1N1事f！〕。8∩S】∋H
ρN1＄てI）．10　∩S　l≡；KI卜12主｛I〕，8　ρS　BH∩N2＄（I）：NEXT　I

250　RE［　CHR＄（205）
270　GET　旬ユ，1：FOR　l＝1　丁0　3＝NEN＄（一i＝BNEN＄てI　i：NE×T　l＝T∩1＄＝BTnI＄＝1ヨ∩S＄＝1ヨ】∋ρS＄：SH1＄＝1∋SH
1＄＝kρI全＝副＜∩I窒：SEN2＄：目SEN2隻：SH01室＝］ヨSH01隻＝SH02圭：1ヨSH02＄＝K∩T1事＝BKρT1＄：KρT2＄＝］ヨKρT2＄：F

OR　l…1　T0　2：N∩11≡1；て1〕＝1ヨN∩I1事（I〕＝Nρ12童てI　i＝1ヨNρ12＄て！i：NE×T　I：FOR　1＝i　T口　15＝klN1＄f！、：

別く川1室（I〕

昌50　KIN2事f　I〕＝BKIト12…；（I）：H∩Nユ…1≡（I〕＝1ヨHρNユ隻f　I〕：HρN2室f　I〕＝1∋HρN2事（．I）：NE×T　！：N＝CUI　fSHI＄〕＝

臼0T0　1350
770　REN　CHR室τ208〕
780　SH1窒＝NKl＄てN〕：FOR　l＝1　T口　3＝LSET　lヨNEN＄（1〕＝NEN＄（I〕：NE×T　1：LSET　】ヨTρ1＄＝Tρ1事＝LSET
1∋8∩S圭＝】ヨρS＄＝LSET　lヨSHI事＝SH工…1≡＝LSET　lヨKρ1室＝K∩王室＝LSET　1∋SEN1＄＝SEN1事：LSET　】ヨSEN2＄＝SEN2＄＝L

SET　BSH01＄＝SH01＄：LSET　】∋SH02…1；：SH02＄：LSET　BK∩丁1＄＝K∩T1＄：LSET　】ヨK∩了2＄二KρT2…1≡：FOR　I＝1　T

02
1080　LSET　lヨNρI1＄‘1〕＝N∩Iユ＄て1）：LSET　】ヨト1∩一2室f　I、＝N∩工2事f　l　i：NE×T　1：FOR　I＝1　T0　15：LSET　】∋

1＜IN1事（1）＝KI［1窒て！〕＝LSET　】ヨK！N2事て1〕＝KlN2＄（一）：LSET　BH∩N1＄f　I、＝H∩Nユ室て1〕：LSET　1ヨHρN2事て一i

＝H∩N2＄r　l）＝NE×T　i：PUT　一ユ，ユ＝CLOSE　籟コー：CLS：END

ユ350　REN　CHR窒て207）

1370CLSLOC∩TE目・28PRINT11処揮演択面南’1L口C∩TE8・20PRINT’’入カー一一一一一一一一
一一一一一一一一一一　1’．　L口C∩TE　8　20　PRINT　｝　検索　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　2一’　LOCρTE　1O．20　PRI

NT　11　看T　n…　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　3Il　LOCρTE　ii，20　PRINT　1’　一覧…曼4乍成　　一一一一一一一一一一一一一

一一　4■

i472　　LOC∩TE　i2I20　PRINT　■　書式・舎令析　　一一一一一一一一一一一一一一一一一　51I　LOC∩TE　ユ＝…，20　PRlNT　｝　終

7一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一81－LOCρTE20，20PR川丁1’番号を入力してください．’．、LINE
　INPuT　KK…1≡：0N　U∩L（KK隻〕　日0T口　3770．1570・ε53018511．3751・770：GOT0　1350：END
1570　REN　CHR＄f208〕
15SO　CLS＝LOCρTE8，30：PR1NT11検索条俳の榊定11：LOCρTE8，101PRINT11捜繍詞mηd：0r
　〕検索終了1End〕’’1NN＝O：LOCρTEiO・101PRINT｝年席’．：LOCρTE11，iO：PR川T　l1犬会名’’：
L口C∩τE12，10：PRIトlT■場所■lLOCρTE13．ユOlPR川丁■試合形式II：LOCρTEユ4，iO：PRlNT1’曙
級　■

1770　LOC∩TE15，10：PRINT■演宰1’：LOC∩TE17，10；PRlNT1’判定の基揮11：LOC∩TEユε■101P
R工NT’所屈　“＝LOC∩TE18，10＝PRINT＾決リ技‘I：LOC∩TE18110：PRINT’’レコード番号
カ、ら　　　　　　まで　　11：LOCRTE　8，43：L－NE　lNPUT　SET＄

ユ8721FIトlSTR｛1’AOρ0EE’’，SET＄〕＝00RSET隻＝．’一1GOT01570
1873　1F　INSTRピ’EE1’，SET＄）く〉O　GOT0　ユ350

1810　LOC∩TE　1O．15：L－NE　lNPuT　uNEN＄：IF　uNEN＄く〉■．’1　THEトl　NN＝NN＋1
1930　LOC自TE　ii・18：LINE　lNPUT　uT∩I＄＝IF　uT∩1＄＜〉一’“　THEN　NN＝NN＋1
ユ850　LOC白TE　i2・15：L工卜｛E　1トlPUT　uB∩S＄：1F　ωB∩S室く〉1’11　THEN　トlN＝NN＋i

ユ目70　LOC合TE　i3，ユ8：LINE　INPUT　ωSHI＄：IF　ωSHI＄く〉川’．　THEN　トlN＝NN＋ユ

1980KEY1，■十9511＋CHR…1≡（＆HD〕KEY2，’’一95’I＋CHR室‘＆HD〕KEY3，1I－86’．十CHR憲て9HDi
KEY4．一78一．十CHR事f＆HDi＝KEY5，一1－71’’十CHR＄‘9HD〕：KEY8，I’一65’．十CHR＄f＆HD〕lkEY7
・lI－　6　0　’十CHR＄（＆HD，　kEY　8．’’無善別I1＋CHR事（9HDi：kEY　8・’1■：KEY　1O・’1’一：LOC∩TE　14・15

20ユ1　LlNE　INPUT　川＜∩IS：lF　uKρI＄＜〉’’’一　THEN　NN＝NN＋1

2030　LOC自TE　15，15：LIトlE　lNPUT　］SEN＄：IF　uSEN隻く＞1’ll　THEN　NN＝NN＋1
2050KEYi．1．敏．波犬掌■十CH賄（＆HD）：KEY2，’一1’：KEY3．｝1’lKEY4、’’1’：KEY5、’I11：KEY8，■’I：kEY
　7，1’■　KEY8・11’’：KEY目．｝11：KEY　1O，1’1I：LOC∩TE　18I15：LINE　INPUT　uSH0＄：IF　uSH0＄＜〉’’11THE

NNN＝NN＋1
2080KEY1．1’一太脇’1＋CHR＄（＆HD）：KEY2，’’合せ持1I＋CHR＄（＆HD川くEY：ヨ，’’総合勝1．十CHR＄て＆HD〕l
kEY　4，0技有1’十CHR＄f＆HD〕：KEY　5，11有莫ヵ’’十CHR＄f＆HD〕＝KEY　8，一一備宇享’’十CHR事（＆HD〕＝KEY　7，’1引令

1一十CHR隻f＆HD〕：kEY8，’．昏告11＋CHR剛＆HD〕：KEYS，1I沖育1’十CH賄ほHD〕lkEY1O・’’指邊’1＋CHR事伐HD
　
〕

21iO　LOCρTE　i7，2ユ：LlNE　lNPUT　ωKρ丁窒：lF　川＜ρ丁杢＜〉’一11　THEN　NN＝トlN＋1

213CKEY11－1背負栂’’十CHR窒f＆HDilKEY2，’1内股1’十CH賠f＆HD〕1kEY3・11仕蔀’一十CHR＄て＆HD）：KEY
4，’．犬外刈11＋CHR＄（邑HD〕：KEY5，一一小内刈一’十CH蘭（＆HDi1lくEY昌，．‘犬内刈‘I＋CH賄fgHD〕：KEY7，’1払
幅11＋CH賄（＆HD川くEY8，□足払”十CHR＄fgHD）：1くEY日，1I巴投I1＋CHR＄1＆HD川くEY1O，’一小外刈1一十CHR室
伐HD〕
2150　LOCρTE　18．17＝LlNE　1NPUT　］Nρ1＄＝lF　〕N∩I窒＜〉ll11　THEN　NN＝NN＋ユ
2170　LOCRTE　工8，23一＝LINE　INPUT　uk1＄：LOC∩TE　i8・33：LINE　INPuT　川く2＄：Kコ・＝UρL（ユJK1＄）＝K2＝リ

ρLfuK2＄〕＝IF　Kユ＝O　THEN　K1＝i
2；≡150　1F　k2＝0　0R　K2〉N　THεN　K2＝N
2270　FOR　I三：kユ　T0　k2：GET　嘗1，I　I＋i：F0R　I＝ユ　T0　3：NEN窒（！）二目NEN＄f王〕：NE×丁　工：T∩工事＝BTnI事
　1ヨρS室：1∋BρS＄：SHI…1；＝】ヨSH！＄：一くρ1窒＝】ヨKρI＄＝SENユ＄＝BSEN1事＝SEN2＄＝】ヨSEN2＄＝SH口1＄＝目SH01窒：SH口2＄＝1ヨ

SH02童：K∩T1＄＝1∋K∩T1≡1；：KρT2＄＝BKρT2室：FOR　l＝1　T0　2：NρI1＄（I〕＝】ヨト1ρ一1＄f　I、＝Nρ12室（I〕：】ヨN∩I2＄（

　1〕＝NE×T　1

付録2　プログラムリストの一部


